
◆実車ガイド
・ しなの鉄道ＳＲ1系は従来の１１５系の置き換え用として2020年に

登場した新型電車です
・ 同系は2019年度にライナー車両の100番代が、2020年度には

一般車両の200番代が、2021年度には一般車両でクモハＳＲ１１１形の
パンタグラフを1基とした300番代が登場しました

・ 100番代の外観は信州のさわやかな風をイメージしたロイヤルブルーに
信州の山並みと清流をイメージしたラインが入っています

・ また同番代の車内はデュアルシートが採用され、ライナー列車などでは
クロスシートで、普通列車ではロングシートで運用しています

・ 「しなのサンライズ号」は小諸から長野を結ぶ快速列車で、
同番代が6両編成で運用しています

※写真はイメージです 実際の製品仕様と異なる場合があります 【文責：トミーテック】
◆製品化特徴 ◆ここがポイント

・ ＳＲ1系のうち100番代のライナー車両6両で運用される
快速「しなのサンライズ号」を再現

・ 「しなの鉄道」ロゴマーク、車番は印刷済み
・ クモハＳＲ１１１-100形は2パンタ車の屋根を新規製作で再現
・ 各車の屋根はビード形状が細いタイプの屋根を再現
・ 前面表示部は選択式でシール付属
・ 側面グリーンガラスを再現
・ ヘッド・テールライト、前面表示部は常点灯基板装備、

ON-OFFスイッチ付
・ ヘッド・テールライト、前面表示部は白色LEDによる点灯
・ 先頭車運転台側はTNカプラー（SP）装備
・ フライホイール付動力、新集電システム、黒色車輪採用
・ M-13モーター採用

各画像は実車および試作、開発中のものです

実際の製品仕様とは異なる場合があります

セット両数 6 両

予価

しなの鉄道株式会社商品化許諾済

◆実車ガイド
・ ワム６００００形は1958年から製造されたワム７００００形の改良型として

1961年から製造された有蓋車で、機械荷役に適するようワム７００００形と
比べて側扉の幅が拡大された他、車体が溶接組立となり台枠の構造が
ワム８００００形同様になるなど近代化と軽量化が図られました

・ 初期の車両は妻板を本形式より車体幅の広いワム８００００形と共用したため
側面との繋ぎ目に額縁状の段差が生じましたが、1961年後半の製造分
からは専用の妻板が用意され、フラットな側面となりました

・ 当初は主に最高速度75㎞/hで運行される急行貨物列車用とされ側面に
「急行」の標記が入っていましたが、1965年以降は他の有蓋車と共通で
使用されました

・ 国鉄を代表する有蓋車の1つとして全国で活躍しましたが、1984年の
ヤード輸送廃止以降は多くが廃車され、一部が事業用車代用としてＪＲに

※写真はイメージです 実際の製品仕様と異なる場合があります 引き継がれた以外は1987年までに引退しました 【文責：トミーテック】
◆ここがポイント

DD51-500形(暖地型) 東北本線貨物列車セット 2軸貨車各種
EF71形(1次形)

各画像は旧製品および試作、開発中のものです　実際の製品とは異なる場合があります

・ 妻板の幅が縮小されたワム６００００形の後期型を再現
・ 車番･標記類は印刷済み
・ 車番印刷済み｢ワム６５１８４･６６７１５｣
・ 黒色車輪採用

・ ミニカーブ通過可能(ミニカーブ通過可能機関車との連結の場合）

セット両数 2 両

予価

ⒸTOMYTEC ※製品は、実車の型式・仕様とは異なる場合もありますのでご了承をお願いいたします。　※イラスト・写真などは製品と一部異なる場合があります。

＜別売りオプション＞

2022.11.10発信

ＴＮカプラー：<0396>自連形SC

¥1,540 (税込)

プラケース

ワム６００００形

¥31,680 (税込)

原産地 日本 パッケージサイズ 225×30×65mm パッケージ形態

品番 8750 品名 国鉄貨車 ワム６００００形（２両セット）

発売月 2023年5月 JANコード 4543736087502

■セット内容・編成例

4543736988199

原産地 日本 パッケージサイズ 218×304×34mm パッケージ形態

◆製品化特徴

●並べて楽しめる商品●

ブック型プラケース

品番 98819 品名 しなの鉄道 ＳＲ１系100番代電車（しなのサンライズ号）セット

発売月

トミックスインフォメーション

2023年5月 JANコード

＜別売りオプション＞
室内灯：<0733>ＬＣ白色

ＴＮカプラー：<0336>密連形

■セット内容・編成例

POINT
車内はクロスシートの状態を再現

クロスシート状態のシート

しなの鉄道ＳＲ１系　しなのサンライズ号

POINT

黒色車輪採用で、引き締まった足元になります


